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 いよいよ今年も残り僅かとなりました。街にはクリスマスソングが流れ、色とりどりのイル

ミネーションが輝いています。家々に灯る明りがとても暖かく見えるのもこの季節ならではで

しょう。 

 今年は開業１０周年を迎えた大きな節目の年でした。ユニット２台でスタートし、その時か

ら通院してくださる患者様とは１０年のお付き合いになります。２，３歳だった子供さんはも

う中学生。男の子たちは見上げるほど大きく逞しくなり、女の子たちはふっくら丸みを帯びて

とても素敵になりました。大学や結婚などで佐賀を離れても、帰省の時に検診に立ち寄ってく

ださる患者様もいらっしゃいます。家庭のこと、学校のこと、介護のこと、治療の合間に様々

な話題で盛り上がり、待合室の患者様にご迷惑をおかけすることもしばしば。年配の患者様か

らはたくさんの含蓄のあるお話も伺うことができ、毎日多くの良き出会いをいただけることに

感謝しています。 

 治療から予防へ。正しい成長発育のためにはきちんとした食生活と咀嚼のアドバイスが必要

です。寝たきりにならないためには一本でも多くの歯を残さなければなりません。これからも

皆様の健康をお手伝いできるよう研鑽を積んでまいります。 

 １２月末にユニット２台を入れ替えます。ＣＴを導入し、より精度の高い診断が可能となり

ます。クロスや床も張り替えて新年には明るい診療室で皆様をお迎え致します。 
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・・・・・・・・・・【母性こそ人を幸せにし、国を豊かにする】・・・・・・・・・ 

                       「致知」12 月号  内田美智子（助産師） 

 自分の目の前に子どもがいるという状況を当たり前だと思わないでほしいんです。 

自分が子どもを授かったこと、 

子どもが「ママ、大好き」と言ってまとわりついてくることは、 

奇跡と奇跡が重なり合ってそこに存在するのだと知ってほしいと思うんですね。 

そのことを知らせるために、私は死産をした一人のお母さんの話をするんです。 

 そのお母さんは、出産予定日の前日に胎動がないというので来院されました。 

急いでエコーで調べたら、すでに赤ちゃんの心臓は止まっていました。 

胎内で亡くなった赤ちゃんは異物に変わります。早く出さないとお母さんの体に異常が起こってきます。 

でも、産んでもなんの喜びもない赤ちゃんを産むのは大変なことなんです。 

 普段なら私たち助産師は、陣痛が５時間でも１０時間でも、ずっと付き合ってお母さんの腰をさすっ

て「頑張りぃ。元気な赤ちゃんに会えるから頑張りぃ」と励ましますが、死産をするお母さんにはかけ

る言葉がありません。 

赤ちゃんが元気に生まれてきた時の分娩室は賑やかですが、死産のときは本当に静かです。 

しーんとした中に、お母さんの泣く声だけが響くんですよ。 

 そのお母さんは分娩室で胸に抱いた後、「一晩抱っこして寝ていいですか」と言いました。 

明日にはお葬式をしないといけない。せめて今晩一晩だけでも抱っこしていたいというのです。 

 私たちは「いいですよ」と言って、赤ちゃんにきれいな服を着せて、お母さんの部屋に連れていきま

した。 

 その日の夜、看護師が様子を見に行くと、お母さんは月明かりに照らされてベッドの上に座り、子ど

もを抱いていました。 

「大丈夫ですか」と声をかけると、「いまね、この子におっぱいあげていたんですよ」 

と答えました。 

よく見ると、お母さんはじわっと零れてくるお乳を指で掬って、赤ちゃんの口元まで運んでいたのです。 

 死産であっても、胎盤が外れた瞬間にホルモンの働きでお乳が出始めます。死産したお母さんの場合、

お乳が張らないような薬を飲ませて止めますが、すぐには止まりません。 

そのお母さんも、赤ちゃんを抱いていたらじわっとお乳が滲んできたので、それを飲ませようとしてい

たのです。飲ませてあげたかったのでしょうね。 

 死産の子であっても、お母さんにとって子どもは宝物なんです。生きている子ならなおさらです。 

 一晩中泣きやまなかったりすると「ああ、うるさいな」と思うかもしれませんが、 

それこそ母親にとって最高に幸せなことなんですよ。 

 母親学級でこういう話をすると、涙を流すお母さんがたくさんいます。 

でも、その涙は浄化の涙で、自分に授かった命を慈しもうという気持ちに変わります。 

「そんな辛い思いをしながら子どもを産む人がいるのなら私も頑張ろう」 

「お乳を飲ませるのは幸せなことなんだな」と前向きになって、母性のスイッチが入るんですね。 

 



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 母親の無償の愛は、子どもに必ず伝わります。 

その愛を受け止め、感謝の心を育むことがこれからの日本を豊かにしていくことに繋がります。 

 産みの親、育ての親と、たとえ形は違っても、 

いま・ここにある命のありがたさに感謝しながら生きていくことが 

親への恩返し、自分自身の幸福に繋がることかと・・・・ 

 

                         致知出版社    小笠原節子 

 

 

  

ここ数年子供の虐待のニュースが目につきます。暴力であったり、ネグレクトであったりと様々

です。私は２人の子供を産みましたが、どちらも微弱陣痛で長時間のお産でした。長女の出産後は

体調を崩し、半年ほど寝たきりに近い状態でした。自分の体が思うに任せないイライラに加え、３

時間毎の授乳、なかなか寝てくれない子供を抱くのに疲れ果て、２月の寒い夜中にエンエン泣く娘

に手を振り上げそうになったことがあります。育児中の母親にとって暴力を踏みとどまるかどうか

は紙一重だとつくづく思ったものです。 

 次女の時は出血が多く、輸血も検討されたほどでした。お産の翌日、洗顔時に鏡に映った血の気

の失せた幽霊のような自分の顔にびっくりし、子供を産み落とすということはこれほど体力・気力

を使い果たすことなのかと思いました。 

 先月、中学校の講演会でカウンセラーの先生のお話を聞く機会がありました。「生まれてきた時は

ただ健康であればよいとだけ願ったでしょう。それが大きくなるにつれて、成績やスポーツの結果

を気にしていろいろ口を出していませんか。子供を評価してはいけませんよ」とおっしゃいました。

どのお母様もグサリときたようです。私も毎日子供に何かと指示（説教）しています。それは親か

ら見て子供の不十分な点をえぐりだしていることに他ならないということに気づきました。欲を言

えばきりがありませんが、子育てを通してたくさんの喜びを与えられていることに感謝し、よその

子と比較しないで、ありのままの子供を受けとめるようにしようと改めて心に誓いました。 

 当院も今年で１０年経ちました。予防のために何年も通ってくれている子供たち。本当に可愛い

です。夕方の時間帯はスタッフと子供たちの大きな笑い声が響きます。そしてお母様に説明したり

世間話をしたりと触れ合う時間が楽しみです。家庭のみならず社会が一体となって子供たちの成長

に関わっていける世の中であってほしいと願っています。 
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